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青葉区

青葉区の概要

町 内 会 数
うち区連協加入

面積（k㎡）
人口（人）
男（人）
女（人）

世帯数（戸）

301（　　260）
285,214（67,087）
136,873（32,158）
148,341（34,929）
139,770（23,627）

513（　　75）
489（　　73）

（　）は宮城総合支所管内で再掲
平成22年2月1日現在
（町内会数は平成21年6月1日現在）

ち

きゅ
うにやさし

い

み
どりをまも

る

青葉区民まつり（平成21年11月3日） 宮城地区まつり（平成21年11月1日）

町内会長研修会（平成21年11月18日） 愛子小学校開校（平成21年4月）
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平
成
二
十
一
年
は
衆
議
院
の
選
挙
を
は
じ

め
、
市
長
選
挙
、
県
知
事
選
挙
と
続
き
慌
た

だ
し
い
一
年
で
あ
り
ま
し
た
が
、
マ
ス
コ
ミ

の
政
権
交
代
の
ム
ー
ド
も
あ
っ
て
民
主
党
が

圧
勝
し
、
非
自
民
政
権
が
誕
生
し
て
半
年
余

り
が
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
予
算
の
無
駄
を
省
き
３
兆
円
を
捻
出
す
る

た
め
、
連
日
テ
レ
ビ
で
事
業
仕
分
け
作
業
の
様
子
が
放
映
さ
れ
、
派
手

な
政
治
シ
ョ
ー
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
が
、
大
幅
な
公
共
事
業
等
の

カ
ッ
ト
で
不
況
は
進
み
、
景
気
は
ど
ん
底
の
状
態
で
あ
り
ま
す
の
で
、

一
瀉
千
里（
い
っ
し
ゃ
せ
ん
り
）
を
駆
け
る
虎（
寅
年
）
に
景
気
の
回
復

を
期
待
す
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

一
方
、
町
内
会
の
関
係
で
は
、
町
内
会
等
育
成
奨
励
金
に
つ
い
て
、

河
北
新
報
の
一
連
の
報
道
が
あ
り
、九
月
二
十
九
日
に
は「
町
内
会
の
４

割
不
適
切
受
給
」
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
青
葉
区
連
協
の
中
で

も
名
指
し
で
掲
載
さ
れ
た
町
内
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
夫
々
の
町
内
会

は
独
自
で
河
北
新
報
に
抗
議
し
解
決
を
見
て
お
り
ま
す
。
た
だ
し
、
名

指
し
さ
れ
た
町
内
会
は
も
ち
ろ
ん
の
事
、
他
の
町
内
会
か
ら
も
、
河
北

新
報
に
抗
議
行
動
を
と
の
大
き
な
動
き
が
あ
り
、
市
連
合
町
内
会
長
会

で
も
個
々
で
解
決
す
る
問
題
で
は
な
い
と
の
認
識
か
ら
、
十
一
月
十
二

日
付
け
で
抗
議
文
を
送
り
、
責
任
あ
る
回
答
を
求
め
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
河
北
新
報
か
ら
十
一
月
二
十
四
日
付
け
で
、
記
事
の
趣

旨
は
４
割
近
く
の
町
内
会
で
、
町
内
会
等
育
成
奨
励
金
の
申
請
世
帯
数

と
実
際
の
世
帯
数
に
違
い
が
あ
る
現
状
を
市
民
に
提
示
し
、
市
が
習
慣

と
し
て
継
続
し
て
い
る
現
行
奨
励
金
制
度
の
是
非
を
市
民
に
考
え
て
も

ら
う
目
的
で
掲
載
し
た
と
の
回
答
が
あ
り
ま
し
た
。
町
内
会
費
納
入
世

帯
数
で
申
請
し
て
い
る
町
内
会
と
、
そ
う
で
な
い
町
内
会
と
の
間
で
奨

励
金
受
給
状
況
に
差
異
が
生
じ
る
事
は
不
公
平
で
あ
り
、
市
の
支
出
姿

勢
と
し
て
適
切
さ
を
欠
い
て
い
る
と
の
認
識
に
立
ち
、
記
事
に
し
た
と

の
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

青
葉
区
連
協
と
し
て
は
批
判
に
屈
す
る

事
な
く
強
い
絆
で
対
応
し
、
青
葉
区
の
区

政
に
協
力
し
益
々
の
発
展
に
努
め
て
行
き

ま
す
の
で
、今
後
と
も
区
連
協
に
対
し
て
、

建
設
的
な
ご
意
見
と
ご
指
導
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

強
い
絆
で
築
く
地
域
の
連
携

青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会

会　

長　

武
田
蔦
夫

青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
の
皆
様
に

は
、
市
政
並
び
に
青
葉
区
政
の
各
般
に
わ
た

り
、
ご
支
援
、
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か
ら

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
地
域
の
発
展

と
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
、
日
夜
ご
尽
力

い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
各
町
内
会
長
さ
ん
を
は
じ
め
、
地
域
の
皆
様
に

は
心
か
ら
敬
意
を
表
す
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
、
東
北
楽
天
ゴ
ー
ル
デ
ン
イ
ー
グ
ル
ス
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

シ
リ
ー
ズ
進
出
や
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
J
２
優
勝
、
そ
し
て
J
1
復
帰
な

ど
、地
元
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
明
る
い
話
題
が
続
き
ま
し
た
。
ま
た
、

経
済
や
雇
用
の
面
で
は
仙
台
都
市
圏
へ
の
自
動
車
関
連
産
業
の
進
出
が

進
ん
で
お
り
、
将
来
に
向
け
た
躍
動
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

さ
て
、
仙
台
市
で
は
今
年
、
少
子
化
や
高
齢
化
を
見
据
え
た
こ
れ
か

ら
の
都
市
づ
く
り
の
基
本
的
な
指
針
と
な
る
新
し
い
総
合
計
画
を
策
定

し
て
参
り
ま
す
。
ま
た
、
平
成
　
年
３
月
に
策
定
い
た
し
ま
し
た
コ

２０

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ビ
ジ
ョ
ン
に
基
づ
き
、
地
域
の
現
状
の
把
握
と
課
題
の
解

決
の
方
策
に
つ
い
て
、
取
り
組
み
の
方
向
性
と
進
め
方
を
整
理
す
る
た

め
、
モ
デ
ル
事
業
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

各
町
内
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
し

て
の
役
割
が
期
待
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
後
継
者
不
足
や
各
種
行
事
へ

の
参
加
者
の
減
少
な
ど
、
多
種
多
様
な
課
題
が
あ
ろ
う
か
と
存
じ
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
時
代
で
あ
れ
ば
こ
そ
、
将
来
を
見
据
え
た
私
ど
も
行

政
の
果
た
す
べ
き
役
割
が
強
く
求
め
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
そ
の
意

味
で
も
仙
台
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
次
の
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
の
健

や
か
な
成
長
を
支
え
、
こ
の
美
し
い
杜
の
都
の
伝
統
を
引
き
継
ぎ
、
都

市
の
元
気
の
源
で
あ
る
地
域
の
産
業
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化

を
実
現
し
、
そ
し
て
市
民
お
一
人
お
一
人
が
安
全
に
安
心
し
て
暮
ら
し

て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
全
力
を
あ
げ
取
り
組
ん
で
参
り
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

青
葉
区
役
所
と
い
た
し
ま
し
て
は
、
身

近
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
機
関
と
し

て
、
安
全
で
安
心
な
住
み
良
い
ま
ち
づ
く

り
、
地
域
の
活
力
づ
く
り
に
、
皆
様
方
と

協
働
で
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
、
特
段
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
ご
ざ
い
ま
す
。

地
域
ご
と
の
課
題
解
決
に
向
け
て

青
葉
区
長　

遠
藤
延
安

市
政
功
労
者
の
表
彰

市
政
功
労
者
の
表
彰

市
政
功
労
者
の
表
彰

市
政
功
労
者
の
表
彰

市
政
功
労
者
の
表
彰

＝
市
政
施
行
百
二
十
周
年
記
念
式
＝

　

市
政
の
発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
表
彰
式
が
、

七
月
六
日
仙
台
国
際
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
青
葉
区

連
協
か
ら
は
、
齋
藤
貞
夫
氏
（
通
町
地
区
町
内
会
連
合

会
長
）
と
、
山
口
善
吉
氏
（
中
山
学
区
連
合
町
内
会
長
）

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

町
内
会
役
員
永
年
勤
続
表
彰

町
内
会
で
永
年
に
わ
た
り
活
躍
さ
れ
て
き
た
方
々
の
表
彰
式
が
、
十
一

月
十
七
日
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

□
　
町
内
会
長
特
別
表
彰

天
野
　
光（
荒
巻
地
区
・
西
あ
け
ぼ
の
町
内
会
）

□
　
町
内
会
長
勤
続
　
年
表
彰

２０

狩
野
　
か
ず
子（
上
杉
地
区
・
大
仏
前
町
内
会
）
佐
藤
　
冬
見（
東
六
地

区
・
仙
台
駅
前
Ⅹ
橋
西
部
繁
栄
会
）山
田
　
孝
一（
中
江
地
区
・フ
ロ
ー
ラ
ハ

イ
ツ
仙
台
自
治
会
）小
松
　
巖（
荒
巻
地
区
・
荒
巻
神
明
川
渕
会
）千
葉
　

賢
吾（
貝
ヶ
森
地
区
・
貝
ヶ
森
萩
町
内
会
）

□
　
町
内
会
長
　
年
以
上
勤
続
退
任
表
彰

１０

小
山
　
満（
東
六
地
区
・
六
新
町
内
会
）横
山
　
士
氣
男（
小
松
島
地
区
・

露
無
町
内
会
）島
津
　
義
典（
台
原
北
部
地
区
・
台
原
六
本
松
自
治
会
）髙

橋
　
善
光（
荒
巻
地
区
・
新
堤
町
町
内
会
）三
浦
　
淳（
荒
巻
地
区
・
や
ま

て
会
）星
　
正
男（
中
山
地
区
・
中
山
南
町
内
会
）吉
岡
　
祥
次（
木
町
通

地
区
・
国
分
町
三
丁
目
北
振
会
）齊
藤
　
孝
一（
八
幡
地
区
・
柏
木
西
部
自

治
会
）加
藤
　
末
治（
国
見
地
区
・
国
見
東
部
町
内
会
）

□
　
町
内
会
長
勤
続
　
年
表
彰

１０

佐
々
木
　
幸
男（
北
仙
台
地
区
・
ひ
ば
り
ヶ
丘
町
内
会
）
飯
塚
　
久
夫

（
桜
ヶ
丘
地
区
・
桜
ヶ
丘
東
町
内
会
）阿
部
　
邦
彦（
立
町
地
区
・
国
分
町

親
交
会
）佐
々
木
　
滋（
八
幡
地
区
・
土
橋
通
北
部
親
睦
会
）敦
賀
　
中
道

（
八
幡
地
区
・
新
坂
町
西
部
町
内
会
）玉
川
　
知
男（
貝
ヶ
森
地
区
・
貝
ヶ

森
中
町
内
会
）

□
　
町
内
会
役
員
特
別
表
彰

長
岡
　
満（
台
原
北
部
地
区
・
台
原
六
本
松
自
治
会
）

□
　
町
内
会
役
員
勤
続
　
年
表
彰

１０

　
　
受
賞
者
　
八
十
名

□
　
町
内
会
長
５
年
以
上
勤
続
退
任
表
彰（
区
長
表
彰
）

　
　
受
賞
者
　
四
名
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六
月
二
十
五
日
、
青
葉
区
役
所
に
お
い
て
、
新
し
く
町
内
会
長

に
就
任
さ
れ
た
方
々
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

新
任
町
内
会
長
八
十
三
名
の
う
ち
、四
十
三
名
の
参
加
が
あ
り
、

当
協
議
会
で
作
成
し
た「
町
内
会
活
動
の
手
引
き
」
を
参
考
に
、
青

葉
区
の
概
要
や
地
域
活
動
に
密
着
し
た
各
種
制
度
に
つ
い
て
、
青

葉
区
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
、
区
民
生
活
課
、
道
路
課
よ
り
説
明
が

あ
り
ま
し
た
。

十
月
十
八
日
～
十
九
日
、
作
並
湯
の
駅
「
ラ
サ
ン
タ
」
に
お
い

て
、
連
合
町
内
会
長
を
対
象
と
し
た
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

二
十
一
名
の
連
合
町
内
会
長
が
参
加
の
下
、
宮
城
総
合
支
所
長

を
講
師
に
迎
え
、「
景
観
を
活
か
し
て
未
来
を
拓
く
」
と
題
し
て
、

研
修
し
ま
し
た
。

十
一
月
十
八
日
、
江
陽
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
お
い
て
、
区
内
の

全
町
内
会
長
を
対
象
に
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

町
内
会
長
三
百
四
十
七
名
が
参
加
の
下
、仙
台
市
長
よ
り「
地
域

か
ら
始
ま
る
ま
ち
づ
く
り
」と
題
し
て
講
演
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
町
内
会
の
活
動
事
例
に
つ
い
て
、
企
画
市
民
局
地
域
活

動
推
進
課
よ
り
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

十
二
月
十
一
日
、
エ
ル
パ
ー
ク
仙
台
五
階
セ
ミ
ナ
ー
ホ
ー
ル
に

お
い
て
、
町
内
会
の
会
員
を
対
象
に
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

仙
台
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

の
職
員
を
講
師
に「
悪
質
商
法
に

あ
わ
な
い
た
め
に
」
と
い
う
テ
ー

マ
で
講
演
が
あ
り
、
参
加
さ
れ
た

百
六
名
の
会
員
は
、
身
近
な
内
容

で
あ
る
た
め
、
講
師
の
話
を
熱
心

に
聴
い
て
い
ま
し
た
。

大
規
模
地
震
の
発
生
に
よ
り
、
中
山
地
域
が
大
被
害
を
受
け
た

と
き「
自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守
る
」と
い
う
防
災
理
念

に
基
づ
き
、
実
践
的
な
訓
練
を
実
施
し
、
防
災
対
応
能
力
を
身
体

で
覚
え
る
と
共
に
地
域
住
民
の
連
帯
と
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る

た
め
、
中
山
小
学
校
を
主
会
場
と
し
て
青
葉
区
総
合
防
災
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

平
成
二
十
一
年
六
月
十
二
日（
金
）
午
前
七
時
三
〇
分
、
宮
城
県

沖
を
震
源
と
す
る
震
度
６
強
の
大
地
震
が
発
生
し
、
中
山
学
区
内

の
家
屋
数
件
が
半
倒
壊
、
火
災
も
発
生
し
、
交
通
、
電
気
、
ガ
ス

が
遮
断
し
水
道
管
が
数
か
所
で
破
裂
し
断
水
に
な
っ
た
た
め
、
地

域
住
民
の
安
全
を
憂
慮
し
、
中
山
小
学
校
に
避
難
さ
せ
る
と
い
う

想
定
で『
自
助
・
共
助
』
を
基
本
に
組
織
さ
れ
た『
中
山
学
区
防
災
・

安
全
委
員
会
』
の
全
面
的
な
協
力
の
も
と
、
中
山
学
区
と
し
て
初

め
て
の
試
み
と
し
て
、
将
来
の
担
い
手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
中
・

小
学
校
生
徒
・
児
童
全
員
が
参
加
、
総
員
で
千
七
百
名
が
参
加
し

た
大
規
模
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
、
各
家
庭
で

の
災
害
対
応
訓
練
、
比

較
的
坂
の
多
い
町
内
会

で
は
、
リ
ヤ
カ
ー
・
担

架
を
使
っ
た
負
傷
者
の

搬
送
な
ど
の
発
災
対
応

訓
練
、
小
学
校
校
庭
で

は
、応
急
手
当
て
訓
練
、

消
火
器
取
扱
い
訓
練
、

バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
消
火
訓

練
、
梯
子
車
に
よ
る
校

舎
屋
上
か
ら
の
被
災
者

救
助
訓
練
、
避
難
所
開
設
・
運
営
訓
練
、
仮
設
ト
イ
レ
組
立
て
訓

練
、
非
常
食
炊
出
し
訓
練（
中
山
中
学
校
生
徒
二
十
名
が
活
躍
）
な

ど
各
種
の
訓
練
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

「
発
生
確
率
、
三
十
年
以
内
に
九
十
九
％
」
と
予
測
さ
れ
て
い
る

宮
城
県
沖
地
震
な
ど
に
備
え
、
日
頃
の
お
つ
き
あ
い
が
大
切
で
あ

る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
た
、
貴
重
な
訓
練
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
一
体
で
取
り
組
ん
だ

地
域
一
体
で
取
り
組
ん
だ

　
　
　

青
葉
区
総
合
防
災
訓
練

　
　
　

青
葉
区
総
合
防
災
訓
練

地
域
一
体
で
取
り
組
ん
だ

　
　
　

青
葉
区
総
合
防
災
訓
練

中
山
学
区
連
合
町
内
会　

会
長　

山
口
善
吉

南
吉
成
学
区
連
合
町
内
会

は
、
立
地
的
に
は
仙
台
市
の
西

部
に
位
置
し
、
南
吉
成
、
西
吉

成
、
権
現
森
山
、
吉
成
、
中
山

台
、
中
山
吉
成
、
中
山
台
西
の

大
小
七
つ
の
町
内
会
で
構
成
さ

れ
、
地
区
に
は
、
約
３
千
９
百

世
帯
、
お
よ
そ
１
万
５
百
人
が

住
ん
で
い
ま
す
。
当
地
区
は
、

高
台
に
あ
り
、
泉
ヶ
岳
連
峰
が

一
望
で
き
四
季
折
々
の
自
然
を

楽
し
め
る
権
現
森
山
、
さ
ら
に

北
環
状
線
沿
い
に
は
、
大
小
の

商
店
が
立
ち
並
び「
自
然
と
町
並
み
が
調
和
し
渾
然
一
体
と
な
っ

た
景
観
の
地
」
で
も
あ
り
ま
す
。

七
つ
の
町
内
会
は“
地
域
住
民
の
福
祉
増
進
及
び
地
域
会
員
相

互
の
親
睦
を
図
る
”
た
め
に
、
日
々
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

当
連
合
町
内
会
の
特
徴
の
一
つ
に「
団
結
力
の
強
さ
」が
挙
げ
ら

れ
、
そ
の
原
動
力
は
秋
の
学
区
民
大
運
動
会
に
あ
り
ま
す
。　
年
２０

以
上
に
わ
た
っ
て
、
町
内
対
抗
戦
が
行
わ
れ「
今
年
こ
そ
は
優
勝

を
！
」
と
の
意
気
込
み
で
、「
綱
引
き
」
を
は
じ
め
熱
い
団
体
戦
が

毎
年
繰
り
広
げ
ら
れ
、
団
結
を
図
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
地
区
に

あ
る「
南
吉
成
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
セ
ン
タ
ー
」
で
は
、
ス
ポ
ー
ツ
、

文
化
を
愛
す
る
　
団
体
に
及
ぶ
愛
好
会
・
同
好
会
の
人
達
が
活
動

７０

し
、
定
期
的
に「
い
つ
も
の
こ
ん
さ
ー
と
」
と
題
し
て
ク
ラ
ッ
シ
ッ

ク
の
演
奏
会
も
開
催
し
て
お
り
、
同
セ
ン
タ
ー
の
利
用
者
は
年
間

１
万
３
千
人
に
も
な
り
ま
す
。

ま
た
、
毎
年「
南
吉
成
小
学
校
入
学
生
」・「
南
吉
成
中
学
校
卒
業

生
」
全
員
に
、
未
来
を
託
す
気
持
ち
で
、
連
合
町
内
会
と
し
て
、

記
念
品
を
送
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
、「
地
域
の
誰
も
が
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
思
え
る

“
ま
ち
づ
く
り
”
を
目
指
し
、
活
動
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。 自

然
と
町
並
み
が
調
和
し
た
景
観
の
地

自
然
と
町
並
み
が
調
和
し
た
景
観
の
地

自
然
と
町
並
み
が
調
和
し
た
景
観
の
地

　

南
吉
成
学
区
連
合
町
内
会　

会
長　

齋
藤
和
平

新
任
町
内
会
長
研
修

新
任
町
内
会
長
研
修
会会

連
合
町
内
会
長
移
動
研
修

連
合
町
内
会
長
移
動
研
修
会会

町
内
会
長
研
修

町
内
会
長
研
修
会会

町
内
会
会
員
研
修

町
内
会
会
員
研
修
会会



青葉区連協だより
2010.3　No.22

編
集
後

編
集
後
記

編
集
後
記

NO12345678910111213141516171819202122232425

役
職
名

会
　

長

副
会
長

副
会
長

副
会
長

総
　
　
務

会
　

計

会
計
監
事

会
計
監
事

会
計
監
事

氏
　
　
　
名

武

田

蔦

夫

畑
　

 

強

齋

藤

貞

夫

山

口

善

吉

島

田

福

男

齋

藤

和

平

庄

子
　

晟

佐
々
木
　
　
　
宗

千

田

文

彦

今

野
　

均

濱
　
　
　
宏
一
郎

鈴

木

泰

爾

太

田

廣

茂

北

松

治

男

七

井

英

雄

海

老

一

朗

高

橋

健

一

碓

井

克

夫

佐

藤

保

四

佐

竹

富

次

井

上

養

朔

小

林

正

直

松

山
　

正

吉

見

宣

夫

大

友

洋

平

連
　
合
　
会
　
名

桜
ヶ
丘
学
区
連
合
町
内
会
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会
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内
会
連
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会
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山
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区
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川
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会
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区
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区
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会
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区
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連
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会

国
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連
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会

片
平
地
区
連
合
町
内
会

東
一
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会

中
央
通
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連
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会

東
二
地
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連
合
町
内
会

五
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区
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町
内
会

上
杉
地
区
連
合
町
内
会

東
六
地
区
連
合
町
内
会

北
六
地
区
連
合
町
内
会

中
江
地
区
町
内
会
連
合
会

小
松
島
学
区
町
内
会
連
合
会

旭
ヶ
丘
南
部
連
合
町
内
会

旭
ヶ
丘
町
内
会
連
合
会

台
原
地
区
町
内
会
連
合
会

台
原
東
部
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会
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会
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区
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連
合
町
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会

立
町
地
区
町
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会
連
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会

木
町
通
学
区
連
合
町
内
会

八
幡
地
区
町
内
連
合
会

貝
ヶ
森
地
区
連
合
町
内
会

広
瀬
地
区
連
合
町
内
会

作
並
小
学
区
連
合
町
内
会

川
前
地
区
連
合
町
内
会

大
沢
小
学
区
連
合
町
内
会

吉
成
学
区
連
合
町
内
会

大
倉
地
域
連
合
町
内
会

落
合
栗
生
連
合
町
内
会

仙
台
市
青
葉
区
連
合
町
内
会
長
協
議
会
会
員
名
簿

（
平
成
　
年
　
月
１
日
現
在
）

２１

１１

４
・
　
　
　
　
平
成
　
年
度
監
査

１７

２０

４
・
　
　
　
　
役
員
会

２４

５
・
　
　
　
　
総
　
会

２０

６
・
　
　
　
　
役
員
会

１０

６
・
　
　
　
　
第
一
回
定
例
会

２２

６
・
　
　
　
　
新
任
町
内
会
長
研
修
会

２５

９
・
４
　
　
　
役
員
会

９
・
　
　
　
　
第
二
回
定
例
会

１８

　
・
　
～
　
　
連
合
町
内
会
長
移
動
研
修
会

１０

１８

１９

　
・
　
　
　
　
町
内
会
役
員
永
年
勤
続
表
彰
式（
市
主
催
）

１１

１７

　
・
　
　
　
　
町
内
会
長
研
修
会

１１

１８

　
・
４
　
　
　
町
内
会
長
永
年
勤
続
表
彰
式（
区
主
催
）

１２　
・
　
　
　
　
区
連
協
だ
よ
り
編
集
委
員
会

１２

１０

　
・
　
　
　
　
町
内
会
会
員
研
修
会

１２

１１

　
〃
　
　
　
　
第
三
回
定
例
会

１
・
　
　
　
　
区
連
協
だ
よ
り
編
集
委
員
会

２９

２
・
　
　
　
　
区
連
協
だ
よ
り
発
行

１７

３
・
　
　
　
　
役
員
会

２６

青
葉
区
連
協
の
主
な
活
動

青
葉
区
連
協
の
主
な
活
動

青
葉
区
連
協
の
主
な
活
動

平
成
二
十
一
年
度
の
青
葉
区
連
協
だ
よ
り
第
　
号
22

が
発
刊
と
な
り
ま
し
た
の
で
、
お
届
け
致
し
ま
す
。

創
刊
以
来
、
今
ま
で
に
原
稿
の
執
筆
の
方
々
、
編

集
に
携
わ
れ
た
方
々
に
深
く
敬
意
と
感
謝
を
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
二
十
一
年
は
新
市
長
に
奥
山
恵
美
子
氏
、
青

葉
区
長
に
遠
藤
延
安
氏
が
就
任
さ
れ
、
本
当
に
お
め

で
た
い
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。
ま
た
、
区
連
協
の
役

員
も
若
手
が
起
用
充
実
さ
れ
、
今
後
一
層
、
皆
様
方

の
ご
期
待
に
沿
え
ら
れ
ま
す
よ
う
、
努
め
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、町
内
会
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も
、

安
全
安
心
、
住
み
良
い
ま
ち
づ
く
り
に
特
段
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

（
編
集
委
員
　
齋
藤
・
畑
・
山
口
・
島
田
）

再生紙を使用しています

平
成
　
年
２１

平
成
　
年
２２

平
成
二
十
一
年
度　

地
域
懇
談
会

「
地
域
懇
談
会
」は
地
域
の
様
々
な
問
題
に
つ

い
て
、地
域
と
行
政
が
話
し
合
う
会
議
で
す
。

平
成
二
十
一
年
度
は
、川
平
、荒
巻
、国
見
・

貝
ヶ
森
、
八
幡
、
北
六
、
桜
ヶ
丘
の
各
連
合

町
内
会
で
開
催
さ
れ
、
生
活
環
境
の
整
備
や

安
全
安
心
の
地
域
づ
く
り
に
つ
い
て
、
話
し

合
わ
れ
ま
し
た
。

お 知 ら せ

■ 町内会長バッジについて

町内会長が交代した場合は、事務の引
継ぎに併せて町内会長バッジの引継ぎ
もお願いいたします。
なお、バッジを紛失・破損された場合
は、区連協事務局までご連絡をお願い
します。

■ ホームページアドレス

青葉区連合町内会長協議会のホームペー
ジを開設しております。アドレスは次の
とおりです。
http://www.sendai-aoba.jp


